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ウジェーヌ・アッジェの写真から何が消え去り、何が

加わったか？ 

─19 世紀末と現在のパリ都市空間を比較する─ 

 

 

■はじめに 

フランスの写真家ウジェーヌ・アッジェ（1857−1927）は、ひたすら芸術家相手に作品モテ

ィーフの資料集としてパリの街角を撮影した人物である。彼の残した１万枚以上にのぼる

写真（プリント）には 19世紀末～20 世紀初頭における、パリの街並み・物売り・記念建造

物・室内等がおさめられている。世紀が変わる中、彼は、特に消えかかる 19 世紀の雰囲気

が残る風景を中心に撮影した後、やがて、古いパリを体系的に記録するプログラムを生み

出す。 

 私が所属している表象文化コース（後藤ゼミ）では現在、ベンヤミンの文章を読み解き

ながら、映画や写真などが発達し始めた時代（19世紀末～20世紀前半の複製技術時代）が、

芸術作品の在り方を、どのように変え、それによってわれわれの芸術作品に対する見方や

感じ方がどのように変化したのかを研究している。ベンヤミンは『写真小史』（1931 年）や

『複製技術時代の芸術作品』（1935 年）の中で、このアッジェについて度々言及しており、

彼の写真を研究することで、複製技術時代の芸術的ないしは日常的なものの見方を知るこ

とができるのみならず、さらにはそこに残された写真（被写体）を詳細に検討し、撮影場

所を特定することで、19世紀末と現代におけるパリの都市空間や街並みの変遷、歴史的建

造物の保存状態などをつぶさに観察することも可能である。 

 今回の研究旅行で私は、彼が被写体として撮影した建造物、街並みを実際に訪れ、その

撮影現場に立ち合うことで、当時と現在のパリを具体的に比較しながら、何が消え去り、

何が加わり、何が変わったのかを詳細にデジカメで記録し、その理由を考察したいと考え

ている。 

 

■日程 

  

8 月 29 日 ポンヌフ橋 

8 月 30 日 サンタンドレデザール通り 

8 月 31 日 グランドアルメ通り 

9 月 2 日 ベルシー、ポンマリー橋 



■研究成果 

ポンヌフ橋 

 

 

パリ市街地のど真ん中を流れるセーヌ川。ポンヌフ橋はシテ島のヴェールギャラン広場と

ルーブル美術館のある 1区をつなぐ橋。 

「ヴデッド・デュ・ポン・ヌフ」というクルージングの発着所ともなっており、橋の名前

がそのままメトロやバスの停車駅にもなっているので交通の面に関しても便利がよい。 

名前は「新しい橋」という意味ながら、パリ最古の橋である。 

 

 

アジェの撮影した写真と、現在を比較してみると、橋自体の構造においては、変化が見ら

れない。ポンヌフ橋に施されたさまざまな顔の彫刻は、アジェの写真でも見られ、現在も



存在する。しかし、アジェの時代と現在を比べて、確実に加わったものがある。それは木々

などの自然である。アジェの写真では、橋の両岸にある建物がはっきり見えるが、現在で

は木が生えていて建物が隠れている。 

  

 

また、橋の下が駐輪スペースにもなっている。 

 

 

 

  

 

 

 



ポンマリー橋 

 
サン・ルイ島の開発のために 1614 年から建設が始まった。名前は開発を手がけたクリスト

フ・マリーから取られた。もともとは橋の上に住居があったのだが 1786 年に取り壊された。 

 5 径間の石造アーチ橋だが、ひとつひとつのアーチが異なることが特徴である。 

  
 

ポンヌフと同様、橋自体の変化はない。船首の形をした橋桁もそのままである。 

 



 

ここで見られる変化は橋の下に注目するとわかる。アジェの写真ではごつごつした石畳で

木くずや砂・石ころが散在し、あまりきれいな道とはいえない。それに対し現在はコンク

リートで固められた歩道・車道が整備されていて、多くの人が利用していた。地面に凹凸

がないこと、目立つごみなどが落ちていなかったことが、人々が昔に比べて多い所以なの

ではないかと思った。 

 

  

 

ベルシー 

   
かつてはワインを貯蔵する倉庫街だったベルシー。街並み事体は古いものだが、そこに並

ぶお店は新しく現代的。昼も夜も楽しめて、日曜日もオープンしているので、お出かけス

ポットとして注目されている。 

 



アジェの写真では、樽が大量に敷き詰められている。また樽は木の板（樽板）とそれを縛

る鉄の輪などの箍（たが）で作られるが、アジェの写真を見ると、樽として完成されたも

のもあれば、樽版のみ、箍のみのものも多くある。ここはワインの貯蔵庫だったので、ワ

イン貯蔵と同時に樽の製造も行っていたことが分かる。 

しかし現在は、再開発によって「ベルシー・ヴィラッジュ」というショッピングモールに

改装されており、アジェの頃と雰囲気ががらりと変わっている。ワイン貯蔵に関するもの

がひしめき合っていたのに比べて、現在はそこに来る人々でにぎわっているように感じた。

カジュアルレストラン、映画館、ガーデニングショップなど、娯楽的要素の高い店がひし

めきあっている。強い日差しも写真のように大きな布が屋根替わりとなって広がっている

ため、カフェでは店内というよりも、お店の外の椅子に座り食事を楽しむ姿が多く見受け

られた。 

  

 

グランドアルメ通り 

 
凱旋門を背に、グランアルシュ（新凱旋門）や国際会議場の方向に進むと存在する通り。 



 

アジェはグランドアルメ通りにあるカフェを、まだ誰もいない、早朝に撮影している。『ウ

ジェーヌアジェ写真集』によると、写真の横にある文にこう記してある。「今ここにあるも

のだけしか写真にできないという事実によって、過去と未来にかかわる新しい種類の詩味

を写真は考えざるを得なかった。それは省略と不在に基づいて暗示をするという方法だっ

た。 ―中略― 空っぽの椅子が、主役ではないが重要な役割を演じていた。」 

  
現在のグランドアルメ通りは何店かカフェは存在するものの、多くひしめき合っていると

いう印象は受けなかった。その代り、バイクショップや自動車メーカーのショウルームが

集中していて、モーターファンが喜ぶような場所であった。ポンヌフでも橋の下に自動車

が止まっていたように、アジェの撮影したパリと現在のパリを比較する際に、自動車の普

及は重要な違いと言える。 

  



サンタンドレデザール通り 

 
サン・タンドレ・デ・ザール通りは、町歩きには外せない裏道のひとつ。オデオンとサン・

ミッシェル広場を繋いでいて、学生や観光客でとても賑わっている。西暦 1000 年になると

たくさんの弓（Arcs）の製造者がいたため、現在の名前の原型 Rue Saint André des Arcs

となる。その後技術者への敬意を込めて Rue St André des arts となったと言われている。 

  

アジェの写真ではリヨン大司教館という建物の入り口が撮影されている。左右にドアがあ

るが右側のドアだけが開いている。資料には「ドアがひとたび開け放たれると、ドアの中

にもう一つの光景が現れるような写真になった」とある。 

現地に行ってみると、リヨン大司教館を見つけることができなかったが、網掛けの部分を

思わせるものがサンタンドレデザール通りにあった。それはパサージュである。 



  

  ↑パサージュ                 ↑サンタンドレデザール通り 

 

「パッサージュ・ドュ・ラ・クール・デュ・コメルス・サンタンドレ」という、ブティッ

クが立ち並ぶ小さいパサージュ。そこはカフェやレストラン、雑貨屋が立ち並ぶ外界の賑

やかな雰囲気に比べ、開店しているものの薄暗く静かで落ち着いた場所であった。 

お昼近くになるとさらに通りは賑わっていたため、パサージュの静寂はサンタンドレデザ

ールのもう一つの空間のように感じた。 
 

 

 

■まとめ・感想 

 

アジェの撮影した写真と今回自分が研究旅行で実際に見たパリを比較して感じたことは、

アジェの写真にはあまり人が写っていないことである。人影のなさはベンヤミンも『複製

技術時代の芸術作品』（1935 年）の中で、このアッジェについ言及している。 

 

1900 年ごろ、パリの人気のない街路を定着させたアジェの写真において特別に重要なのは、まさにこの過程に運命の

場所を位置づけたということである。 

彼は犯行現場を撮影するのと同様に、それらの街路を撮影したと言われている。 

犯行現場にも人影がない。写真は手がかりを見つける目的のために利用される。アジェにおいて写真は歴史のプロセス

（過程、訴訟）の証拠の品となり始める。 

ベンヤミン『複製技術時代の芸術作品』（1935 年） 

 

このことから、複製技術時代に生きたアジェは、被写体を一つに絞り、写真を見る人に与

える手がかりを明確化したのではないかと思った。 



もちろん人が被写体になった写真も何点かあるが、橋と人々・街路と人々というように 2

つの被写体を同時に撮影したものは少なく感じた。 

 

また、昔と今を比較して感じたことは、建造物自体は変わらないものの、それ以外では沢

山の変化が見られた。ベルシーやグランドアルメ通りで見た賑やかさは、今と昔で商業形

態の変化によって街並みが異なっていることを実際に見て学ぶことができた。 

当時の写真を見る限り全体的に殺風景で活気がなく感じたが、現在は自動車の普及やカフ

ェのにぎわいを見て、パリはとても明るく、人々の行きかう場所であると感じた。 

また、石畳が多いことを予想していたが、実際はコンクリートで舗装された道も沢山あっ

たので、人々のライフスタイルの変化はその町の風景、街並みに大きく影響を及ぼすのだ

と思った。 

 

■最後に 

今回このような機会を設けていただいて、国際文化学部の先生方をはじめ沢山の方々に大

変感謝しております。研究目的以外のところでも多くのことを経験し、学ぶことができま

した。研究旅行のおかげで今後の専門演習での取り組みに大きくつながりましたし、自分

自身いろいろな面で成長することができました。 

 


